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1 ．水準計算の概要 

 1 水準計算の概要 

１－１ 
 

厳密水準網の計算条件 

作業規程および日本測量協会の指導により、次の条件のもとで計算、出力を行います。 

① 計算式は、［水準測量作業規程］に基づいています。 

② 計算中はいかなる丸めも行わず、出力時に必要な桁に四捨五入してプリントします。 

小数点以下の桁数は、［専用コマンド］－［初期設定］コマンドの［Z座標の丸め］で設定します。 

丸めの方法、単位は、網計算を実行中は［4捨5入］［1単位］に自動的に設定されます。 

（変更することはできません。） 

③ この厳密水準網で計算されるBM点の標高は、《座標管理》の座標のZ座標には連動しません。 

 

１－２ 
 

厳密水準網の制限事項 

路線数 10，000 路線以内 

既知点数＋新点数 10，000 以内 

（参考文献） 

日本測量協会 公共測量「作業規程の準則」（平成23年3月31日改正版） 

日本測量協会 ［水準測量作業規程］ 

日本測量協会 ［現代測量学 ３］ 

北野 芳徳著 ［測量の誤差と最小二乗法］ 
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1 ．現場の作成 

1 現場の作成 

１－１ 
 

［現場管理］を起動する 
 ［BLUETREND XA Ver.8 現場管理］を起動します。 

 

デスクトップ画面で［BLUETREND XA 

Ver.8 現場管理］をダブルクリックします。 
1 
 

［工区作成］をクリックします。 1 
 

［工区名］を入力します。 2 

［OK］をクリックします。 3 
 

■デスクトップ画面から［現場管理］を起動する 

Windows7をお使いの方は、画面左下の

［スタートボタン］－［すべてのプログラム］－

［ FukuiComputerApplication ］ －

［BLUETREND XA Ver.8 現場管理］を

クリックして起動することができます。 

１－２ 
 

工区を作成する 
 関連のある複数の現場データをまとめる単位として［工区］があり、親工区とサブ工区に分けて現場データを階層管

理することもできます。 

1 

2 

3 

1 
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1 ．現場の作成 

 １－３ 
 

現場を作成する 
 現場を作成します。 

入力した工区をクリックします。 

こでは工区を新規作成したため、現

時点では現場が存在しません。 

1 
 

［現場作成］のアイコンをクリックします。 2 

［現場名］など、必要な項目を入力し

ます。 
3 
 

［OK］をクリックします。 

BLUETREND XAの作業ウィンドウ

がアクティブになり、［条件設定］ダイ

アログが表示されます。 

4 

3 

作業現場の座標系を設定

することができます。 

工区を選択すること

ができます。 

4 

起動モードについて 

サーバーインストールした場合、ここで現

場占有か現場共有かを選択することが

可能です。詳細はマニュアル「共同作業

の運用方法」を参照してください。 

5 

6 

［条件設定］についての詳細は

ヘルプを参照してください。 

各タブをクリックして、各項目の設定

を確認し、［OK］をクリックします。 

5 6 

2 

1 
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2 ．電子レベルデータの取り込み 

2 電子レベルデータの取り込み 

［電子レベル取込］を起動し、電子レベルからデータを取り込む操作を解説します。 

ここでは、以下のような1級水準測量の観測データを取り込む方法を解説します。 
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2 ．電子レベルデータの取り込み 

4 

メインメニューで［メニュー］タブを 

クリックし、［電子野帳］－［電子レ

ベル取込］－［新規作成］をクリッ

クします。 

1 2 3 

２－１ 
 

［電子レベル取込］の作業データを新規作成する 
［電子レベル取込］の作業データを新規作成します。 

1 

2 

3 

4 
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2 ．電子レベルデータの取り込み 

［OK］をクリックします。 5 

［ツール］－［条件設定］をクリック

します。 

1 2 

２－２ 
 

丸めを設定する 
［ツール］－［条件設定］で標高の丸めを設定します。入力例では電子レベルから1級水準測量のデータを取り込む
ので、［IH・FS・BSの丸め］を［4捨5入］［1単位］［4桁］に設定します。 

［基本2］をクリックし、［ IH・FS・

BSの丸め］を［4捨5入］［1単位］

［4桁］にします。 

3 4 

5 

4 

1 

2 

3 
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2 ．電子レベルデータの取り込み 

２－３ 
 

電子レベルからデータを取り込む 
電子レベルと接続して観測データを取り込みます。 

ここでは、用意してある標準フォーマット「電子レベル生データAPA（1級水準）.lvl」を読み込む例で解説します。 

［専用コマンド］－［接続条件］をク

リックします。 

1 2 

接続条件を設定して、［OK］をクリ

ックします。 

3 4 

［専用コマンド］－［生データ入力］

をクリックします。 

5 6 

読み込むファイルを選択して、［開

く］をクリックします。 

7 8 

1 

2 

7 

8 

3 

5 

6 

次ページへ 

4 

本書では、解説用に用意している 

［マニュアル］の［入門編（サンプルデータ）］

にある標準フォーマット「電子レベル 

生データAPA（1級水準）.lvl」を読み込む例 

で解説します。 
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2 ．電子レベルデータの取り込み 

 

２－４ 
 

［電子レベル取込］の作業データを閉じる 
［電子レベル取込］の作業データを閉じます。 

［データクローズ］をクリックします。 1 

指定した電子レベルの観測データが

取り込まれます。 

1 
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3 ．観測手簿の作成 

1 

2 

3 

4 

3 観測手簿の作成 

［水準測量］を起動し、観測データを入力して、観測手簿を作成する流れを解説します。 

ここでは、電子レベルから取り込んだ直接水準測量のデータを読み込み、観測手簿を作成する方法を解説します。 

３－１ 
 

［水準測量］の作業データを新規作成する 

4 

メインメニューで［メニュー］タブをクリックし、

［基準点関連］－［水準測量］－［新規作成］

をクリックします。 

1 2 

［水準測量］の作業データを新規作成します。 

3 
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3 ．観測手簿の作成 

［OK］をクリックします。 7 

［ツール］－［条件設定］をクリック

します。 

1 2 

３－２ 
 

丸めを設定する 
［ツール］－［条件設定］で標高の丸めを設定します。入力例では1級水準測量のデータを入力するので、［Ｚ座標の
丸め］と［IH・FS・BSの丸め］を［4捨5入］［1単位］［4桁］に設定します。 

 

［基本1］の［Z座標の丸め］を［4

捨5入］［1単位］［4桁］にします。 

3 4 

［基本2］をクリックし、［ IH・FS・

BSの丸め］を［4捨5入］［1単位］

［4桁］にします。 

5 6 
4 

1 

2 

7 

3 

6 

5 
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3 ．観測手簿の作成 

３－３ 
 

等級を設定する 
［専用コマンド］－［等級変更］で等級を設定します。 

３－４ 
 

電子レベルデータを読み込む 
［電子レベル取込］で電子レベルから取り込んだデータを、読み込みます。 

［専用コマンド］－［等級変更］

をクリックします。 

1 2 

［1級］を指定して、［OK］を

クリックします。 

3 4 

［専用コマンド］－［電子レベルデータ読込み］

をクリックします。 

1 2 

読み込む［電子レベル取込］の作業データを

選択して、［OK］をクリックします。 

3 4 

1 

2 
3 

3 

［電子レベル取込］で電子レベルから取り込んだデ

ータが読み込まれます。 

測点名が必要なときは、測点名を入力してください。 

4 

1 
2 

4 
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3 ．観測手簿の作成 

３－５ 
 

各路線の自点・至点の標高を入力する 
各路線の自点・至点の標高を入力します。 

ここでは、路線図（Ｐ．6参照）より、［BM.1］：「5.1245」、［BM.2］：「1.1515」、［BM.3］：「1.9890」と入力します。 

［路線一覧］で「（3）」をクリッ

クして、BM.1の［標高］に、

「5.1245」と入力します。 

4 5 

［路線一覧］で「（2）」をクリッ

クして、BM.2の［標高］に、

「1.1515」と入力します。 

2 3 

BM.1の［標高］に「5.1245」、

BM.2の［標高］に「1.1515」と

入力します。 

1 
1 

2 

3 

5 

4 

次ページへ 
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3 ．観測手簿の作成 

［路線一覧］で「（5）」をクリッ

クして、BM.3の［標高］に、

「1.9890」と入力します。 

8 9 

［路線一覧］で「（4）」をクリッ

クして、BM.2の［標高］に、

「1.1515」、BM.3の［標高］

に、「1.9890」と入力します。 

6 7 

11 

［路線一覧］で「（3）－点検」

をクリックして、BM.1の［標高］

に、「5.1245」と入力します。 

10 

7 

6 

11 

 

10 

 

8 

9 
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3 ．観測手簿の作成 

［復路］をクリックして、［観測

条件］をクリックします。 

5 6 

図のように観測条件を入力

して、［OK］をクリックします。 

7 8 

３－６ 
 

観測条件を入力する 
観測条件を入力します。まず、「（1）」の往路、復路の観測条件を入力します。 

［路線一覧］で「（1）」をクリッ

クして、［観測条件］をクリック

します。 

1 2 

図のように観測条件を入力

して、［OK］をクリックします。 

3 4 

1 

2 

3 

4 

往復観測のデータのとき、往路と

復路の較差を入力します。 

ここでは、1級水準測量の往復観

測のデータを入力するので、「2.5」

と入力します。 

5 

6 

7 

8 
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3 ．観測手簿の作成 

同様に、「（2）」「（3）」「（4）」「（5）」「（3）－点検」の往路、復路の観測条件を入力します。 

【「（2）」の往路の観測条件】 

【「（2）」の復路の観測条件】 

【「（3）」の往路の観測条件】 

【「（3）」の復路の観測条件】 
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3 ．観測手簿の作成 

【「（4）」の往路の観測条件】 

【「（4）」の復路の観測条件】 

【「（5）」の往路の観測条件】 

【「（5）」の復路の観測条件】 



 

19 

3 ．観測手簿の作成 

【「（3）－点検」の往路の観測条件】 

【「（3）－点検」の復路の観測条件】 
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3 ．観測手簿の作成 

３－７ 
 

点検測量の手簿路線を設定する 
点検測量の手簿路線を設定します。 

［路線一覧］の「（3）－点検」の

［採用］セルを2回ダブルクリック

して、「点検」に変更します。 

1 
 

［往復平均法］［補正配分］を選

択します。 
2 
 

［手簿計算］をクリックします。 3 
 

計算結果を確認して、［OK］をク

リックします。 
4 
 

［点検測量］をクリックします。 5 
 

点検測量の結果を確認します。 6 
 

［標尺補正を考慮］のチェックを

オンにします。 
7 
 

［OK］をクリックします。 8 
 

2 

1 

4 

6 

5 

7 8 

3 

［路線一覧］の「（3）－点検」の

［採用］セルを2回ダブルクリック

して、「点検」に変更します。 
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3 ．観測手簿の作成 

観測データを手入力する場合 

観測データを手入力することもできます。 

［測点名］［距離］［スタジ

ア補正］［モード］［再除］

［左後視］［左前視］［右前

視］［右後視］［気温］［時

刻］を入力します。 

1 
 

同様に左図の様に観測

データを手入力します。 
2 
 

2 

1 

［スタジア補正］にはスタジア補正値（数）が

あるとき、補正値をm単位で入力します。 

あらかじめ用意してある「観測データ.xls」を開き、

各タブのデータをコピーすることもできます。 

「観測データ.xls」は［マニュアル］の［入門編（サン

プルデータ）］にあります。 

最終点には至点の

点名を入力します。 

最終点の［モード］は

［水準点］にします。 

例えば、1級水準測量で下図のよう

に観測した場合は、［左後視］［左前

視］［右前視］［右後視］には、後視1

（①）、前視1（②）、前視2（③）、後

視2（④）の値を入力します。 

 

 

 

 

ただし、2級水準測量で下図のよう

に観測した場合は、［左後視］［右後

視］［左前視］［右前視］には、後視1

（①）、後視２（②）、前視１（③）、前視

2（④）の値を入力します。 

後視1（①） 前視1（②） 

前視2（③） 後視2（④） 

後視1（①） 

後視2（②） 前視2（④） 

前視1（③） 

観測方向 

観測方向 
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3 ．観測手簿の作成 

３－８ 
 

観測手簿を作成する 
［ファイル］－［計算書］－［新規作成］で、観測手簿を作成します。 

［ファイル］－［計算書］－［新規作

成］をクリックします。 

1 2 3 

［計算書タイプ］を選択します。こ

こでは、「1級（点検付）」を選択

します。 

4 
 

［手簿計算］タブをクリックします。 5 
 

観測手簿を作成する路線、改ペ

ージ、削除データ、中間データの

プリントの有無などを設定して、

［OK］をクリックします。 

6 7 

1 

2 3 

4 

7 

5 

6 

［計算書］タブが追加され、

観測手簿が作成されます。 

点検測量の結果は以下のように出力

されます。 
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3 ．観測手簿の作成 

３－９ 
 

観測手簿を印刷する 
［計算書］タブで、観測手簿を印刷します。 

［印刷］のアイコンをクリックします。 1 
 

印刷部数、プリンター、印刷範囲

などを設定して［印刷］をクリックし

ます。 

2 3 

1 

2 
3 

印刷プレビューが

表示されます。 
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3 ．観測手簿の作成 

 
水準測量観測成果表の作成 

［成果］タブで手簿路線を読み込んで、水準測量観測成果表を作成することができます。 

10 

［専用コマンド］－［手簿路線読込

み］－［固定点あり］をクリックします。 

3 4 5 

［成果］タブをクリックして、［結果

の数値］を指定します。 

1 2 

読み込む路線を選択して、［OK］

をクリックします。 

6 7 

［ファイル］－［計算書］－［新規作

成］をクリックします。 

8 9 

12 

［計算書タイプ］で「水準測量観

測成果表」を選択して、［OK］をク

リックします。 

11 

5 

6 

1 

2 

7 

4 

3 

10 

 

11 

 

8 

9 

12 

 

水準測量観測成果表が

作成されます。 

［手簿］タブの路線のデータを

固定点まで読み込みます。 
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4 ．水準網平均計算 

1 

4 水準網平均計算 

路線データを入力して、水準網平均計算を行う流れを解説します。 

ここでは［手簿］タブで入力した路線を読み込み、小規模水準網平均計算を行う方法を解説します。 

４－１ 
 

計算条件を設定する 

［路線］タブをクリックします。 1 

計算条件を設定します。ここでは次の

ように設定します。 

・［等級］：「1級」 
・［Ｚ座標の丸め］：「4桁」 
・［計算モード］：「小規模（高低差の

入力を往路、復路で行う）」 

・［正規正標高補正］：「行う」 
・［仮定標高の入力］：「行わない」 
・［観測者ごとに集計］：「行う」 

2 

［OK］をクリックします。 3 

［路線］タブで計算条件を設定します。 

2 

設定された計算モードにより

入力項目が異なります。 

3 
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4 ．水準網平均計算 

［初期設定］の計算モードについて 

［大規模］ 

路線の高低差のみがわかっている場合に、路線の距離、高低差を入力して、接合点標高の網平均計算を行い 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［小規模］ 

路線の求点の距離、高低差を入力して、接合点標高の網平均計算を行い、各点の標高を決定します。 

※正規正標高補正（楕円補正）を行うこともできます。 

※求点は路線端点の決定標高と観測状態から補正値を計算し、標高が自動的に計算されます。 

 求点に仮定標高入力して計算することもできます。 

※変動量計算（基準日、観測日、前回観測日、前回高低差を入力して行う計算）を行うこともできます。昨年度

標高を指定して計算することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［単路線］ 

路線の両端点が既知点の場合、「両端点標高差」と「両端点間の求点観測」から、各求点の標高を決定しま

す。 

※正規正標高補正（楕円補正）を行うこともできます。 

※求点に仮定標高入力して計算することもできます。 

※変動量計算（基準日、観測日、前回観測日、前回高低差を入力して行う計算）を行うこともできます。昨年度

標高を指定して計算することも可能です。 

※複数の路線を一度に計算することもできます。 

 

路線4 

路線3 

路線2 

路線1 

路線端点（既知点） 

路線端点（接合点） 

路線進行方向 

路線4 

路線3 

路線2 

路線1 

路線端点（既知点） 

路線端点（接合点） 

路線進行方向 

求点 

路線端点（既知点） 

路線進行方向 

求点 

路線5 

路線5 
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4 ．水準網平均計算 

［専用コマンド］－［手簿路線読込

み］をクリックします。 

1 2 

４－２ 
 

［手簿］で入力した路線データを読み込む 
［専用コマンド］－［手簿路線読込み］で、［手簿］で入力した路線データを読み込みます。 

路線をすべて選択して、［OK］をク

リックします。 

3 4 

４－３ 
 

既知点の点名、標高を確認する 
［専用コマンド］－［既知点・求点入力］で、既知点の点名、標高を確認します。 

既知点の［点名］［標高］を確認し

ます。 
3 

［専用コマンド］－［既知点・求点

入力］をクリックします。 

1 2 

［OK］をクリックします。 4 

3 

2 

1 

4 

［手簿］で入力した路線データ

が読み込まれます。 

3 

4 

2 

1 
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4 ．水準網平均計算 

４－４ 
 

点検路線を作成する 
点検路線を作成します。 

ここでは、下図の「結合1」「結合2」「結合3」「環閉合1」「環閉合2」の点検路線を作成する手順を解説します。 

［点検路線］をクリックします。 1 

次ページへ 

1 
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4 ．水準網平均計算 

［自動抽出］をクリックします。 2 

「BM.3～42」の路線を選択して、

［選択］をクリックします。 

4 5 

［追加］をクリックします。 3 

3 

既知点から既知点まで進む途中に分岐が無い

路線を自動抽出します。 

ここでは、「結合1」と「結合2」が抽出されます。 

4 

5 

点検路線を入力する領域が

表示されます。 

2 

開始路線が表示されます。 

ここでは、「結合3」の路線を追加するので、

「BM.3～42」の路線を選択します。 

次ページへ 
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4 ．水準網平均計算 

10 

作成された点検路線を確認します。 8 

「42～BM.1」の路線を選択して、

［選択］をクリックします。 

6 7 

［OK］をクリックします。 

点検路線名を入力します。 

［選択路線より］で、選択した路線

から入力することもできます。 

9 

8 

9 

6 

7 

進行方向の路線が表示されます。 

「42～BM.1」の路線を選択します。 

10 

 

点検路線「BM.3～BM.1」が

作成されます。 
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4 ．水準網平均計算 

10 

［追加］をクリックします。 1 

「BM.1～BM.2」の路線を選択し

て、［選択］をクリックします。 

2 3 

点検路線名を入力します。 

［選択路線より］で、選択した路線

から入力することもできます。 

作成された点検路線を確認します。 9 

［更に連結］をクリックします。 4 

「BM.2～42」の路線を選択して、

［選択］をクリックします。 

5 6 

「42～BM.1」の路線を選択して、

［選択］をクリックします。 

7 8 

11 ［OK］をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

10 

 

5 

6 

7 

8 

11 

 

9 
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4 ．水準網平均計算 

10 

［追加］をクリックします。 1 

「BM.2～42」の路線を選択して、

［選択］をクリックします。 

2 3 

点検路線名を入力します。 

［選択路線より］で、選択した路線

から入力することもできます。 

作成された点検路線を確認します。 9 

［更に連結］をクリックします。 6 

「42～BM.3」の路線を選択して、

［選択］をクリックします。 

4 5 

「BM.3～BM.2」の路線を選択し

て、［選択］をクリックします。 

7 8 

11 ［OK］をクリックします。 

1 

2 

3 

5 

4 

6 

7 

8 

10 

 

11 

 

9 



 

33 

4 ．水準網平均計算 

点検路線の観測差、標高差、閉合

差を確認します。 
1 

［専用コマンド］－［会社名登録］

をクリックします。 

1 2 

点検路線の観測差、標高差、閉合差を確認します。 

［会社名］［プログラム管理者］を

入力して、［OK］をクリックします。 

3 4 

４－５ 
 

会社名、プログラム管理者名を登録する 
［専用コマンド］－［会社名登録］で、会社名、プログラム管理者名を登録します。 

1 

3 

1 

2 

4 
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4 ．水準網平均計算 

４－６ 
 

水準網平均計算書を作成する 
［ファイル］－［計算書］－［新規作成］で、水準網平均計算書を作成します。 

［ファイル］－［計算書］－［新規作成］

をクリックします。 

1 2 

［計算書グループ］で「水準網」、

［計算書タイプ］で「検定フォーム」

を選択して、［OK］をクリックします。 

4 5 

3 

1 

2 

4 

3 

5 

水準網平均計算書が

作成されます。 
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4 ．水準網平均計算 

水準網平均計算書が選択されて

いることを確認して、［印刷］のアイ

コンをクリックします。 

1 2 

印刷部数、プリンター、印刷範囲

などを設定して［印刷］をクリックし

ます。 

3 4 

４－７ 
 

水準網平均計算書を印刷する 
水準網平均計算書を印刷します。 

2 

3 

4 

1 
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4 ．水準網平均計算 

４－８ 
 

精度管理表を作成する 
［路線］タブの［ファイル］－［計算書］－［新規作成］で、精度管理表を作成します。 

［ファイル］－［計算書］－［新規作成］を

クリックします。 

2 3 

［路線］タブをクリックします。 1 

［計算書グループ］で「精度管理表」、 

［計算書タイプ］で「タイプ1 観測者ごと

(点検付)」を選択します。 

5 

4 

1 

2 

3 

5 

4 

8 

6 

7 

［水準網計算］タブをクリックします。 6 

［点検路線を表示］のチェックボックスが

オンであることを確認します。 
7 

［OK］をクリックします。 8 

路線単位で精度管理表を
作成する 

路線単位で精度管理表を作成する場合

は、以下のように設定してください。 

・［専用コマンド］－［初期設定］で、［観測

者ごとに集計］を「行わない」にします。 

・［計算書タイプ］で、「タイプ 1（点検付）」

を選択します。 

次ページへ 
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4 ．水準網平均計算 

精度管理表が選択されているこ

とを確認して、［印刷］のアイコンを

クリックします。 

1 2 

印刷部数、プリンター、印刷範囲

などを設定して［印刷］をクリックし

ます。 

3 4 

４－９ 
 

精度管理表を印刷する 
精度管理表を印刷します。 

精度管理表が

作成されます。 

2 

3 

4 

1 

印刷プレビューが

表示されます。 
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4 ．水準網平均計算 

４－１０ 水準測量成果表を作成する 
［成果］タブで水準網平均路線を読み込み、［ファイル］－［計算書］－［新規作成］で水準測量成果表を作成します。 

［成果］タブをクリックします。 1 

［専用コマンド］－［網平均路線読込み］

－［全データ］をクリックします。 

2 3 

確認のメッセージが表示されますので、

［OK］をクリックします。 
5 

4 

水準網平均路線が

読み込まれます。 

1 

2 

3 
4 

5 

次ページへ 
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4 ．水準網平均計算 

［ファイル］－［計算書］－［新規作成］を 

クリックします。 

6 7 

［計算書タイプ］で「水準測量平均成果

表」を選択します。 
9 

8 

12 

11 

［成果表］タブをクリックして、ここでは

［路線単位で改ページ］のチェックをオフ

にします。 

10 

［OK］をクリックします。 

11 

 

10 

 

12 

 

水準網平均成果表

が作成されます。 

6 

7 

9 

8 
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4 ．水準網平均計算 

 ４－１１ 水準測量成果表を印刷する 
水準測量成果表を印刷します。 

精度管理表が選択されているこ

とを確認して、［印刷］のアイコンを

クリックします。 

1 2 

印刷部数、プリンター名、印刷範

囲などを設定して［印刷］をクリッ

クします。 

3 4 

2 

1 

3 

4 
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5 ．現場データの保存 

BLUETREND XAでの作業データはメモリ上に保存されているために、［ファイル］－［名前を付けて保存］コマンドも
しくは［ファイル］－［上書き保存］コマンドを実行するまでハードディスクに保存されていません。ハードディスクに保存せ
ずに、BLUETREND XAを終了したり、コンピューターの電源を切ったりするとデータが消滅します。 

［上書き保存］と［名前を付けて保存］の違いは、現場ファイル名を変えずにそのとき保存するか、名前を変えて別ファ
イルに保存するかです。新規の現場データでは［名前を付けて保存］、内容を変更してそのまま保存する場合は、［上
書き保存］を選択します。 

こまめに保存することで、不慮の事故によってシステムダウンした場合に影響が少なくて済みます。作業データを入
力・変更したとき、各作業を終了するたびに保存することをお勧めします。 

ただし、作業データ単位での保存はできません。［ファイル］－［名前を付けて保存］コマンドを実行して複数の作業デ
ータを１つの現場データとして保存します。 

現場データを保存する ５－１ 
 

［工区］を確認します。 3 

［現場名］を確認します。 4 

［保存］をクリックします。 5 

［OK］をクリックします。 6 

［ファイル］－［名前を付けて保存］

を順にクリックします。 

1 2 

5 

3 

4 

現場名には、［現場の新規作成］

ダイアログで入力した［現場名］の

文字列が表示されます。 

6 

5 現場データの保存 

1 

2 
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5 ．現場データの保存 
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1 ．現場の作成 

1 現場の作成 

１－１ 
 

［現場管理］を起動する 
 ［BLUETREND XA Ver.8 現場管理］を起動します。 

デスクトップ画面で［BLUETREND XA 

Ver.8 現場管理］をダブルクリックします。 
1 
 

［工区作成］をクリックします。 1 
 

［工区名］を入力します。 2 

［OK］をクリックします。 3 
 

■デスクトップ画面から［現場管理］を起動する 

Windows7をお使いの方は、画面左下の

［スタートボタン］－［すべてのプログラム］－

［ FukuiComputerApplication ］ －

［BLUETREND XA Ver.8 現場管理］を

クリックして起動することができます。 

１－２ 
 

工区を作成する 
 関連のある複数の現場データをまとめる単位として［工区］があり、親工区とサブ工区に分けて現場データを階層管

理することもできます。 

1 

2 

3 

1 
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1 ．現場の作成 

 １－３ 
 

現場を作成する 
 現場を作成します。 

入力した工区をクリックします。 

こでは工区を新規作成したため、現

時点では現場が存在しません。 

1 
 

［現場作成］のアイコンをクリックします。 2 

［現場名］など、必要な項目を入力し

ます。 
3 
 

［OK］をクリックします。 

BLUETREND XAの作業ウィンドウ

がアクティブになり、［条件設定］ダイ

アログが表示されます。 

4 

3 

作業現場の座標系を設定

することができます。 

工区を選択すること

ができます。 

4 

起動モードについて 

サーバーインストールした場合、ここで現

場占有か現場共有かを選択することが

可能です。詳細はマニュアル「共同作業

の運用方法」を参照してください。 

各タブをクリックして、各項目の設定

を確認し、［OK］をクリックします。 

5 6 

2 

1 

5 

6 

［条件設定］についての詳細は

ヘルプを参照してください。 
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2 ．変動量計算水準網 

1 

2 

3 

4 

2 変動量計算水準網 

［水準測量］を起動し、路線データを入力して、変動量計算水準網を行う流れを解説します。 

ここでは、路線データは手入力して、変動量計算水準網を行う方法を解説します。 

２－１ 
 

［水準測量］の作業データを新規作成する 

4 

 
メインメニューで［メニュー］タブをクリッ

クして、［基準点関連］－［水準測量］－

［新規作成］をクリックします。 

1 2 

［水準測量］の作業データを新規作成します。 

3 
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2 ．変動量計算水準網 

２－２ 
 

丸めを設定する 
［ツール］－［条件設定］で標高の丸めを設定します。入力例では1級水準測量のデータを入力するので、［Ｚ座標の
丸め］と［IH・FS・BSの丸め］を［4捨5入］［1単位］［4桁］に設定します。 

［基本2］をクリックし、［ IH・

FS・BSの丸め］を［4捨5入］

［1単位］［4桁］にします。 

5 6 

［基本1］の［Z座標の丸め］

を［4捨5入］［1単位］［4桁］

にします。 

3 4 

［OK］をクリックします。 7 

［ツール］－［条件設定］をク

リックします。 

1 2 

4 

1 

2 

7 

3 

6 

5 
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2 ．変動量計算水準網 

２－３ 
 

計算条件を設定する 
［路線］タブをクリックし、［初期設定］ダイアログで、計算条件を設定します。 

［路線］タブをクリックします。 1 

計算条件を設定します。 

・［等級］：「１級」 
・［Z座標の丸め］：「4桁」 

・［計算モード］： 

「小規模（変動量計算を行う）」 

2 

計算設定詳細を設定します。 

・［正規正標高補正］：「行う」 
・［仮定標高の入力］：「行う」 

・［観測者ごとに集計］：「行う」 

・［基準日］：「080301」 

・［入力値を昨年度標高とする］：オン 

3 

［OK］をクリックします。 4 

設定された計算モードにより

入力項目が異なります。 

2 

1 

3 

4 
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2 ．変動量計算水準網 

２－４ 
 

既知点の点名、標高を入力する 
［専用コマンド］－［既知点・求点入力］で、既知点の点名、標高を入力します。 

［点名］［標高］に既知点の点名、標高を

入力して、［モード］を「既知点」にします。 
3 

［専用コマンド］－［既知点・求点入力］を

クリックします。 

1 2 

２－５ 
 

求点の昨年度標高を入力する 
求点の昨年度標高を入力します。 

［OK］をクリックします。 2 

［点名］［標高］に求点の点名、昨年度

標高を入力して、［モード］を「求点」に

します。 

1 

1 

2 

3 

 

2 

1 
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2 ．変動量計算水準網 

２－６ 
 

路線 1 のデータを入力する 
路線1のデータを手入力します。 

［観測者選択］をクリックします。 1 

観測者名を入力して、［OK］

をクリックします。 

3 4 

［追加］をクリックします。 2 

追加した観測者名が選択さ

れていることを確認して、

［OK］をクリックします。 

5 6 

路線名、測器、標尺、観測日な

どを入力します。 
7 

下図のように路線1のデータを

入力します。 
8 

3 

1 

2 

6 
5 

7 

8 

4 

あらかじめ用意してある「小規模（変動量計算）_路線データ.xls」を 

開き、データをコピーすることもできます。 

「小規模（変動量計算）_路線データ .xls」は［マニュアル］の［入門編

（サンプルデータ）］にあります。 
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2 ．変動量計算水準網 

２－７ 
 

新規路線を追加して、路線データを入力する 
［追加］で新規路線を追加して、路線データを手入力します。 
ここでは、2、3、4、５の路線を追加して、路線データを手入力します。 

［追加］をクリックします。 1 

路線名、観測者名、測器、標尺、

観測日などを入力します。 
2 

下図のように路線2のデータを入力します。 3 

同様な操作を繰り返して、路線3のデータ

を入力します。 

4 5 6 

2 

1 

3 

あらかじめ用意してある「小規模（変動量計算）_路線データ.xls」を 

開き、データをコピーすることもできます。 

「小規模（変動量計算）_路線データ .xls」は［マニュアル］の［入門編

（サンプルデータ）］にあります。 

［観測者選択］ボタンで、

観測者名を選択して入

力できます。 

5 

6 

4 
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2 ．変動量計算水準網 

11 10 

同様な操作を繰り返して、路線4のデータ

を入力します。 

7 8 9 

同様な操作を繰り返して、路線5のデータを

入力します。 

12 

11 

 

10 

 

8 

9 

7 

12 

 

あらかじめ用意してある「小規模（変動量計算）_路線デ

ータ.xls」を開き、データをコピーすることもできます。 

「小規模（変動量計算）_路線データ .xls」は［マニュア

ル］の［入門編（サンプルデータ）］にあります。 
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2 ．変動量計算水準網 

２－８ 
 

点検路線を作成する 
点検路線を作成します。 

ここでは、下図の「環閉合1」「環閉合2」の点検路線を作成する手順を解説します。 

［点検路線］をクリックします。 1 

1 
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2 ．変動量計算水準網 

「1～2」の路線を選択して、

［選択］をクリックします。 

3 4 

［追加］をクリックします。 2 

「2～52」の路線を選択し

て、［選択］をクリックします。 

5 6 

2 

次ページへ 

開始路線が表示されます。 

ここでは、「環閉合1」の路線を追

加するので、「1～2」の路線を選択

します。 

4 

3 

6 

5 

進行方向の路線が表示されます。 

「2～52」の路線を選択します。 

点検路線を入力する領域が

表示されます。 
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2 ．変動量計算水準網 

「52～1」の路線を選択し

て、［選択］をクリックします。 

7 8 

作成された点検路線を確認し

ます。 
9 

10 点検路線名を入力します。 

［選択路線より］で、選択した路線

から入力することもできます。 

11 ［OK］をクリックします。 

「3～52」の路線を選択し

て、［選択］をクリックします。 

2 3 

［追加］をクリックします。 1 

「52～2」の路線を選択し

て、［選択］をクリックします。 

4 5 

8 

7 

10 

 

9 

11 

 
点検路線「1～1」が

作成されます。 

同様に、「環閉合2」の点検路線を作成します。 

3 

2 

1 

4 

5 

次ページへ 
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2 ．変動量計算水準網 

 
 
 
 
 
 
  

「2～3」の路線を選択して、

［選択］をクリックします。 

6 7 

点検路線名を入力します。 

［選択路線より］で、選択した路

線から入力することもできます。 

9 

10 ［OK］をクリックします。 

作成された点検路線を確認し

ます。 
8 

点検路線の観測差、標高差、

閉合差を確認します。 
1 

点検路線の観測差、標高差、閉合差を確認します。 

7 

6 

10 

 

8 

9 

1 
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2 ．変動量計算水準網 

２－９ 
 

会社名、プログラム管理者名を登録する 
［専用コマンド］－［会社名登録］で、会社名、プログラム管理者名を登録します。 

［専用コマンド］－［会社名登録］を

クリックします。 

1 2 

［会社名］［プログラム管理者］を

入力して、［OK］をクリックします。 

3 4 

２－１０ 水準網平均計算書を作成する 
［ファイル］－［計算書］－［新規作成］で、水準網平均計算書を作成します。 

［ファイル］－［計算書］－［新規作成］

をクリックします。 

1 2 

［計算書グループ］で「水準網」、

［計算書タイプ］で「検定フォーム」

を選択して、［OK］をクリックします。 

4 5 

3 

3 

1 

2 

4 

1 

2 

4 

3 

5 

［計算書］タブが追加されて水準網

計算書が作成されます。 
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2 ．変動量計算水準網 

水準網平均計算書が選択されて

いることを確認して、［印刷］のアイ

コンをクリックします。 

1 2 

印刷部数、プリンター名、印刷範

囲などを設定して［印刷］をクリッ

クします。 

3 4 

水準網平均計算書を印刷する 
水準網平均計算書を印刷します。 

２－１１ 

精度管理表を作成する 
［路線］タブの［ファイル］－［計算書］－［新規作成］で、精度管理表を作成します。 

［ファイル］－［計算書］－［新規作成］を

クリックします。 

2 3 

［路線］タブをクリックします。 1 

4 

２－１２ 

2 

3 
4 

1 

2 

3 4 

1 

次ページへ 

印刷プレビューが

表示されます。 
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2 ．変動量計算水準網 

［計算書グループ］で「精度管理表」、 

［計算書タイプ］で「タイプ1観測者ごと 

（点検付）」を選択して、［OK］をクリック 

します。 

5 6 
［水準網計算］タブ

で、［点検路線を 

表示］のチェックが 

オンであることを 

確認します。 

精度管理表を印刷する 
精度管理表を印刷します。 

２－１３ 

精度管理表が選択されているこ

とを確認して、［印刷］のアイコンを

クリックします。 

1 2 

印刷部数、プリンター名、印刷範

囲などを設定して［印刷］をクリッ

クします。 

3 4 

3 

4 

5 

6 

2 

1 

精度管理表が

作成されます。 

印刷プレビューが

表示されます。 
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2 ．変動量計算水準網 

水準測量成果表を作成する 
水準測量成果表を作成します。 

［成果］タブをクリックします。 1 

［専用コマンド］－［網平均路線読込み］

－［全データ］をクリックします。 

2 3 

確認のメッセージが表示されますので、

［はい］をクリックします。 
5 

4 

２－１４ 

水準網平均路線が

読み込まれます。 

2 

3 
4 

1 

5 
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2 ．変動量計算水準網 

［ファイル］－［計算書］－［新規作成］を 

クリックします。 

6 7 

［計算書タイプ］で「水準測量観測成果

表」を選択します。 
9 

8 

12 

11 

［成果表］タブをクリックして、ここでは

［路線単位で改ページ］のチェックをオフ

にします。 

10 

［OK］をクリックします。 

水準測量成果表が

作成されます。 

6 

7 8 

11 

 

12 

 

10 

 

9 
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2 ．変動量計算水準網 

水準測量成果表を印刷する 
水準測量成果表を印刷します。 

水準測量成果表が選択されてい

ることを確認して、［印刷］のアイコ

ンをクリックします。 

1 2 

プリンター名、印刷範囲、印刷部

数などを設定して［OK］をクリック

します。 

3 4 

２－１５ 

3 
4 

2 

1 

印刷プレビューが

表示されます。 
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3 ．現場データの保存 

 

BLUETREND XAでの作業データはメモリ上に保存されているために、［ファイル］－［名前を付けて保存］コマンドも
しくは［ファイル］－［上書き保存］コマンドを実行するまでハードディスクに保存されていません。ハードディスクに保存せ
ずに、BLUETREND XAを終了したり、コンピューターの電源を切ったりするとデータが消滅します。 

［上書き保存］と［名前を付けて保存］の違いは、現場ファイル名を変えずにそのとき保存するか、名前を変えて別ファ
イルに保存するかです。新規の現場データでは［名前を付けて保存］、内容を変更してそのまま保存する場合は、［上
書き保存］を選択します。 

こまめに保存することで、不慮の事故によってシステムダウンした場合に影響が少なくて済みます。作業データを入
力・変更したとき、各作業を終了するたびに保存することをお勧めします。 

ただし、作業データ単位での保存はできません。［ファイル］－［名前を付けて保存］コマンドを実行して複数の作業デ
ータを１つの現場データとして保存します。 

現場データを保存する ３－１ 
 

［工区］を確認します。 3 

［現場名］を確認します。 4 

［保存］をクリックします。 5 

［OK］をクリックします。 6 

［ファイル］－［名前を付けて保存］

を順にクリックします。 

1 2 

5 

3 

4 

現場名には、［現場の新規作成］

ダイアログで入力した［現場名］の

文字列が表示されます。 

6 

3 現場データの保存 

1 

2 
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